
郷土を愛し、高い文化をきずきましょう。

畜産農家の志気高揚
県畜産共進会で1等入賞

　第35回宮崎県畜産共進会が10月4日から3

日間の日程で、都城農協家畜市場で開催され
ました。

　この共進会は、畜産農家の生産、飼養技術
の向上を図ることを目的として笛年実施され

ているものです。

　本町から東臼杵市郡代表として出場した、

鶴野内の寺田恒夫さん所有の「きくしま号」
が肉用種種牛第り類（生後14～20ヵ月未満の

めす）の部で見事り等に入賞し、今後の活躍
が期待されます。

昭和58年11月号第387号

発行／東郷町役場・編集／企画財政課

秋霧の茄子の畑に入居りき

　　　　やがて車を曳きて去りにけり

　　　　　　　　　　　　　牧　　水
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第
二
一
三
回
町
民
体
育
大
会
力
　
望

月
十
六
日
町
総
合
ク
ラ
ウ
ン
ト
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
各
地
区
の
応
援
を
受
け
て
、
各
種
目

に
執
戦
か
繰
り
広
げ
ら
れ
新
記
録
か
続

出
し
ま
し
た
．
、

　
各
種
目
の
記
録
2
位
）
は
次
の
と

お
り
て
す
。

　
〔
男
子
〕

　
　
▼
百
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
（
5
0
歳
以
L
b
O
メ
ー
ト
ル
｝

　
▽
中
学
・
高
層
生
　
若
杉
健
司
（
仲
）

12

b
7
中
余
土
祐
二
へ
へ
）
川
越

良
（
枯
）
1
3
秒
2
　
高
　
▽
　
般
二
十

五
歳
以
↑
　
高
山
跡
男
（
へ
一
1
2
秒
O

▽
二
牙
六
歳
ニ
ド
九
歳
小
肱
弘
（
毬

12

b
6
▽
　
一
i
歳
一
　
一
一
四
歳
福
谷

集
戸
鶴
｝
1
2
秒
4
▽
＋
h
歳
と
一

＋
九
歳
答
瀬
田
　
示
　
1
2
秒
9

▽
四
寺
歳
～
四
↓
四
歳
　
森
田
隆
雄

戸
鶴
）
1
3
秒
2
　
▽
四
i
三
歳
～
四
i

九
歳
　
鶴
田
久
二
男
〔
隔
瀬
〕
1
3
秒
3
へ

▽
五
↓
歳
～
土
う
四
歳
　
巧
原
和
∬

（
羽
｝
8
秒
5
　
▽
h
↑
1
1
歳
以
－

東
村
吉
市
（
小
）
9
秒
O
　
タ
イ
記
録

　
　
▼
二
百
メ
ー
ト
ル

　
▽
中
写
生
　
長
渡
濤
幸
〔
福
～
2
6
秒

4
　
▽
高
校
生
　
小
林
知
利
一
福
｝
2
6

秒
1
　
▽
一
般
　
福
谷
集
（
鶴
）
2
5
秒

5　
　
▼
四
百
メ
ー
ト
ル
（
一
般
）

　
▽
安
藤
光
春
（
寺
）
1
分
1
秒
6

新
記
録

　
　
▼
千
メ
ー
ト
ル

　
▽
四
イ
歳
代
　
那
須
史
郎
（
坪
）
3

分
5
秒
8
　
新
記
録
　
▽
五
↓
西
蔵

里
入
九
一
［
与
一
3
分
4
6
秒
5

　
　
▼
千
五
百
メ
ー
ト
ル

　
▽
中
畑
生
　
矢
野
認
（
坪
）
4
分
4
9

秒
0
　
▽
高
枝
生
　
海
野
公
準
（
坪
）

5
分
1
0
秒
2
　
▽
二
十
九
歳
以
下
　
川

原
洋
信
（
田
）
4
分
3
4
秒
7
　
▽
三
十

歳
代
　
池
田
平
美
（
迫
）
4
分
4
3
秒
5

　
　
▼
五
千
メ
ー
ト
ル

　
▽
河
野
賢
一
（
越
）
1
6
分
2
7
秒
5

新
記
録

　
　
▼
八
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

　
▽
鶴
動
内
　
－
分
4
9
秒
2

　
　
▼
年
令
別
リ
レ
ー

　
▽
へ
車
原
　
2
分
2
0
秒
b

　
　
▼
俵
運
ひ
競
争

　
▽
小
動
田
　
1
分
2
6
秒
1

　
　
▼
走
高
跳

　
▽
中
．
㌧
生
　
河
野
幸
一
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新
記
録
一
▽
高
枝
牛

二
越
イ
ー
m
5
6
　
▽
一
帆
取

（
小
｝
－
m
6
2

　
　
▼
走
幅
跳

　
▽
凹
凸
牛
　
松
田
満
春

齢
　
▽
一
般
西
出
小
羊
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（
越
）
－
m

円
味
票
田

西
出
小
∴

（
循
｝
5
m

へ
小
｝
5
m

　
　
▼
砲
丸
投

　
▽
中
学
生
　
片
江
豊
春
（
坪
）
1
0
m

89

@
▽
高
枝
生
　
黒
木
浩
三
（
寺
）
1
1

m
9
0
”
新
記
録
　
▽
一
般
　
寺
田
新
一

（
仲
）
1
0
m
3
2
　
▽
三
十
歳
代
　
篁
瀬

大
（
小
）
1
2
m
6
2
　
▽
四
十
歳
代
　
田

辺
英
雄
（
福
隅
）
1
2
m
5
1

　
　
〔
女
子
〕

　
　
▼
百
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
（
5
0
歳
以
」
6
0
メ
ー
ト
生

　
▽
中
学
生
　
里
’
田
由
美
（
田
）
1
4
秒

2
　
▽
高
枝
生
　
東
村
絹
代
（
小
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1
3

秒
9
U
新
記
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▽
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十
五
歳
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下
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瀬
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1
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秒
6
　
▽
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）
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▽
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十
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小
）
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3
　
新

記
録
　
▽
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i
棋
士
～
三
一
九
歳
　
那

須
文
代
一
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秒
4
　
▽
四
十
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～

四
一
四
歳
　
藤
崎
月
子
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八
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5
秒
9
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記
録
　
▽
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一
1
1
歳
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一
九
歳

僑
ロ
ミ
や
子
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1
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科
3
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～
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寺
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へ
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ル
子
（
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）
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分
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秒
3

伊
東
美
代
子
（
八
）
3
分
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秒
4
　
い

ず
れ
も
新
記
録

　
　
▼
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

　
▽
小
野
田
　
1
分
0
秒
、
）

　
　
▼
年
令
別
リ
レ
ー

　
▽
小
動
田
　
1
分
5
2
秒
0

　
　
▼
走
高
跳

　
▽
中
学
生
　
寺
原
東
．
f
〔
小
｝
1
m

25
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ル
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（
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）
1

m
3
0
　
新
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録
　
▽
一
般
　
焼
須
則
一

（
小
）
－
m
2
0

　
　
▼
走
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跳

　
▽
写
字
生
　
山
口
砂
緒
里
（
鶴
）
4

m
2
9
μ
新
記
録
　
▽
高
校
生
　
都
甲
和

美
（
小
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3
m
7
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般
　
本
多
有
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）
4
m
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投

　
▽
写
字
生
　
里
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典
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m

89

､
高
校
生
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m
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般
　
藤
崎
月
．
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」
（
八
）
6

m
9
5
　
▽
三
↓
歳
代
奈
須
ノ
キ
エ

（
八
）
9
m
6
7

　
　
▼
公
民
館
役
職
員
リ
レ
ー

　
▽
鶴
野
内
　
1
分
5
4
秒
6
　
新
記
録

〔
成
績
〕

優
　
勝
　
小
野
田
公
民
館

第
二
位
　
鶴
野
内
公
民
館

第
三
位
　
二
瀬
公
民
館
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単三第

東郷町
　農業祭
11月25日～27日

　
次
の
日
程
で
町
農
業
祭
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
多
数
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

11

獅
Q
5
恩
金
）

●
農
林
産
・
特
産
品
部
会
審
査

●
老
人
工
芸
品
展
小
・
婦
人
学
級

　
展
示
コ
ー
ナ
ー

26

冝
i
土
）
～
2
7
日
（
日
）

●
農
林
産
・
特
産
品
一
般
展
小
、

　
即
売
コ
ー
ナ
ー

●
肉
類
等
展
小
即
売
コ
ー
ナ
ー

●
北
海
道
物
産
品
即
売
コ
ー
ナ
ー

●
企
業
コ
ー
ナ
ー

●
農
機
具
、
林
業
機
械
展
一
小
即
売

　
コ
ー
ナ
ー
・
ノ
コ
目
立
修
理
コ

　
ー
ナ
ー

●
S
A
P
・
林
研
ク
ル
ー
プ
コ
ー

　
ナ
；

●
料
理
ハ
サ
ー
ほ
か

27

冝
i
日
）

●
表
彰
式

●
公
民
館
対
抗
歌
合
戦
（
1
4
時
～

16

栫
j

　
騨置酒轡噌撃騨囎轡囎囎

　

野
竃
唱
唱
唱
唱
唱
唱
唱
唱
唱
吟
唱
鯉

農
地
移
動
適
正
．
化

　
　
　
あ
っ
せ
ん
事
業

税
金
、
制
度
資
金
な
ど
に
優
遇
措
置

　
農
業
委
員
会
て
は
、
地
域
農
業
の
担

い
手
の
育
成
と
農
地
の
有
効
利
用
に
役

立
つ
農
地
の
売
買
や
貸
し
借
り
か
行
わ

れ
る
よ
う
、
農
地
の
売
買
、
貸
し
借
り

交
換
に
つ
い
て
の
“
あ
っ
せ
ん
”
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
農
振
法
藷
八
条
お
よ
ひ
農
地

法
に
基
づ
い
て
昭
和
四
十
五
年
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
る
も
の
て
正
式
に
は
「
農

地
移
動
適
正
化
あ
っ
せ
ん
事
業
」
と
呼

は
れ
て
い
る
も
の
て
す
。
つ
ま
り
、
農

業
委
員
会
か
”
仲
人
”
役
と
な
っ
て
、

農
地
の
移
動
か
担
い
手
農
家
層
の
規
転

拡
大
や
農
用
地
の
有
効
利
用
な
と
”
農

地
保
有
の
合
理
化
”
に
役
立
つ
よ
う
方

向
つ
け
を
行
お
う
と
い
う
も
の
て
す
．

　
　
対
象
農
地

　
こ
の
事
業
に
よ
る
対
象
地
域
は
農
業

振
興
整
備
計
画
に
定
め
ら
れ
た
農
用
地

区
域
内
の
土
地
で
あ
る
こ
と
か
必
要
て

す
。
対
象
と
な
る
「
農
地
」
に
は
次
の

よ
う
な
も
の
か
含
ま
れ
ま
す
。

①
農
地
及
び
採
草
放
牧
地

②
末
墾
地
（
開
発
し
て
農
地
と
し
て
利

用
し
た
り
、
採
草
放
牧
地
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
か
適
当
な
土
地
。
）

③
①
、
②
の
土
地
の
保
全
又
は
利
用
上

必
要
な
施
設
（
道
路
、
水
路
等
）
の
用

に
供
さ
れ
る
土
地
て
①
と
②
と
あ
わ
せ

て
取
得
す
る
も
の
。

④
林
地
（
耕
作
又
は
養
畜
の
た
め
の
採

草
又
は
家
畜
の
放
牧
を
目
的
と
す
る
所

有
権
以
外
の
使
用
及
ひ
収
益
を
目
的
と

す
る
権
利
か
取
得
さ
れ
る
場
合
に
お
い

て
は
、
そ
の
林
地
も
含
ま
れ
ま
す
。

⑤
農
業
用
施
設
用
地

　
　
候
補
者
名
簿
に
登
載

　
ま
た
、
あ
っ
せ
ん
て
経
営
規
模
を
拡

大
し
た
い
、
農
地
を
取
得
し
た
い
、
借

り
た
い
な
と
の
農
家
は
あ
ら
か
し
め
、

「
あ
っ
せ
ん
譲
受
等
候
補
者
名
簿
」
に
登

録
し
て
お
く
必
要
か
あ
り
ま
す
。
こ
れ

に
登
録
し
て
お
か
な
い
と
、
た
と
え
売

り
た
い
、
貸
し
た
い
と
い
つ
農
地
か
あ

っ
て
も
、
あ
っ
せ
ん
か
受
け
ら
れ
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
て
、
農
業

委
員
会
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

　
　
あ
っ
せ
ん
基
準
に
適
合

　
そ
し
て
、
農
業
委
員
会
て
は
農
地
の

有
効
利
用
か
図
ら
れ
る
よ
つ
「
あ
っ
せ

ん
基
準
」
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
き

具
体
的
な
あ
っ
せ
ん
手
続
き
を
撃
つ
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
　
具
体
的
な
あ
っ
せ
ん
手
続
き

　
農
業
委
員
会
か
あ
っ
せ
ん
を
行
う
の

は
次
の
①
～
④
の
い
す
れ
か
の
場
合
て

す
。①
農
地
等
の
所
有
者
か
ら
農
地
等
の
売

渡
し
、
又
は
貸
付
け
に
つ
い
て
の
あ
っ

せ
ん
の
申
し
出
か
あ
っ
た
場
合
。

②
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ
る
資
格
を
持

つ
人
か
ら
、
農
地
の
買
入
れ
借
受
け
の

申
し
出
か
あ
り
、
あ
っ
せ
ん
す
る
こ
と

か
適
当
だ
と
認
め
ら
れ
る
場
合
。

③
農
地
等
の
所
有
者
か
ら
農
地
等
の
交

換
の
あ
っ
せ
ん
の
申
し
出
か
あ
っ
た
場

合
。④
①
～
③
の
譲
受
け
又
は
貸
付
け
の
あ

っ
せ
ん
に
直
接
関
連
し
て
、
他
の
農
地

等
の
譲
渡
又
は
貸
付
け
の
あ
っ
せ
ん
を

行
う
こ
と
か
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合

　
こ
れ
に
対
し
て
、
農
業
委
員
会
て
は

農
地
等
の
所
有
者
か
ら
そ
の
売
渡
し
、

又
は
貸
付
け
の
相
手
方
を
指
定
し
て
あ

っ
せ
ん
の
申
し
出
か
あ
っ
た
場
合
や
お

お
む
ね
5
年
未
満
の
短
期
の
使
用
貸
借

に
つ
い
て
あ
っ
せ
ん
の
申
し
出
か
あ
っ

た
場
合
に
は
、
あ
っ
せ
ん
を
行
わ
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
て
は
、
①
～
④
の
申
し

出
か
あ
っ
た
場
合
に
は
、
あ
っ
せ
ん
基

準
に
基
づ
い
て
そ
の
農
地
等
の
売
渡
し

貸
付
け
、
又
は
交
換
の
相
手
方
を
選
定

す
る
と
と
も
に
、
あ
っ
せ
ん
委
員
2
名

を
指
名
し
、
あ
っ
せ
ん
委
員
か
具
体
的

な
あ
っ
せ
ん
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
　
五
〇
〇
万
円
の
特
別
控
除

　
　
　
　
　
　
　
（
譲
渡
所
得
税
）

　
農
地
取
得
資
金
も
一
、
○
○
○
万
円
に

①
農
振
地
域
の
農
用
地
区
域
内
の
土
地

を
農
業
委
員
会
の
あ
っ
せ
ん
な
と
に
よ

っ
て
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
土
地

の
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
、
五
〇
〇
万
円

の
特
別
控
除
か
認
め
ら
れ
ま
す
。
　
（
一

般
の
場
合
は
、
長
期
譲
渡
所
得
に
限
っ

て
一
〇
〇
万
円
ま
て
の
控
除
）

②
農
用
地
区
域
内
に
お
い
て
、
農
業
委

員
会
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
に
よ
っ
て
農
地

等
を
買
換
え
た
場
合
に
は
、
事
業
用
資

産
の
買
換
え
の
特
例
か
適
用
さ
れ
、
買

換
え
資
産
価
格
か
譲
渡
所
得
の
課
税
対

象
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

③
農
用
地
区
域
外
の
土
地
等
を
農
用
地

区
域
内
に
買
換
え
の
場
合
に
は
、
買
換

え
資
産
価
格
か
譲
渡
所
得
の
課
税
対
象

か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。
こ
の
③
の
場
合

に
限
っ
て
農
業
委
員
会
の
あ
っ
せ
ん
て

な
い
場
合
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
②
、
③
の
場
合
の
面
積
制
限
は

五
倍
ま
て
と
な
っ
て
い
ま
す
か
、
市
街

化
区
域
内
の
土
地
等
を
市
街
化
区
域
外

に
買
換
え
る
場
合
て
、
農
業
委
員
会
か

農
業
の
規
模
と
そ
の
他
の
事
業
か
ら
み

て
適
正
て
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
十
信

ま
て
薦
め
ら
れ
ま
す
。

　
①
昭
和
5
6
年
4
月
1
日
か
ら
昭
和
5
8

年
3
月
3
1
日
ま
て
の
間
に
農
振
法
に
規

定
す
る
農
業
委
員
会
の
あ
っ
せ
ん
等
に

よ
っ
て
農
振
地
域
内
の
農
地
等
を
取
得

し
た
場
合
に
は
、
所
有
権
移
転
登
記
（
取

得
後
一
年
以
内
）
に
必
要
な
登
記
免
許

税
の
税
率
が
千
分
の
五
十
か
ら
千
分
の

九
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
5
8
年
度
の
税
制

改
正
（
予
定
）
て
は
、
こ
の
千
分
の
九

を
千
分
の
十
二
に
引
き
上
げ
、
適
用
期

限
を
三
年
間
（
昭
和
6
0
年
3
月
3
1
日
ま

て
）
延
長
さ
れ
ま
す
。
な
お
「
農
業
用

施
設
用
地
」
に
つ
い
て
は
適
用
さ
れ
ま

せ
ん
。

　
②
農
業
委
員
会
の
あ
っ
せ
ん
に
よ
っ

て
、
5
9
年
3
月
3
1
日
ま
て
に
農
地
等
の

交
換
が
行
わ
れ
た
場
合
の
登
録
免
許
税

も
千
分
の
五
十
か
・
っ
千
分
の
十
二
に
軽

減
さ
れ
ま
す
。

　
あ
っ
せ
ん
に
よ
っ
て
農
地
等
を
取
得

し
た
場
合
に
は
、
貸
付
限
度
額
か
個
人

】、

宦
宦
尠
怏
~
（
一
般
の
場
合
個
人
二

〇
〇
万
円
）
ま
て
借
り
ら
れ
ま
す
。
年

利
三
分
五
厘
償
還
期
限
は
2
5
年
（
据
還

3
年
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
談
詳
し
く
は
町
農
業
委
員
会
へ
お
尋

ね
く
た
さ
い
。
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お
し
ん
・

衝
魑

　
誰
が
言
い
出
し
た
の
か
、
近
頃
流
行

の
風
刺
語
で
す
。
幾
人
か
の
友
人
と
雑

談
を
し
て
い
る
時
、
誰
か
が
「
お
し
ん

家
康
、
隆
の
里
」
と
面
白
半
分
に
し
ゃ

べ
っ
た
の
で
す
。

　
私
は
、
冗
談
半
分
に
聞
い
て
い
た
が

ま
て
よ
「
お
し
ん
、
家
康
、
隆
の
里
」

こ
れ
は
素
晴
ら
し
い
時
代
風
刺
語
だ
。

今
視
聴
率
の
高
い
テ
レ
ビ
映
画
お
し
ん

徳
川
家
康
が
国
民
大
衆
に
何
等
か
の
期

待
と
う
な
づ
き
を
抱
か
せ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
時
代
が
要
求
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
い
や
時
代
を
大
き
く
刺

戟
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

家
庭
生
活
、
学
校
教
育
、
社
会
生
活
の

中
に
も
何
等
か
の
刺
戟
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
隆
の
里
に
し
陀
も
旧
り
。
糖
尿
病
と

斗
い
、
酒
も
煙
草
も
一
切
断
っ
て
、
苦

・
曇
・
蓼
…
O
琴
斐
匿
7
畠
誓
…
…
華
蓼
・
藝
．

節
十
年
辛
酸
を
な
め
つ
く
し
て
、
横
綱

の
栄
冠
を
勝
ち
と
り
、
今
や
角
界
大
人

気
男
と
な
っ
た
。
隆
の
里
が
秋
場
所
全

勝
優
勝
の
翌
日
、
テ
レ
ビ
記
者
と
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
際
、
記
者
が
「
お
し
ん

隆
の
里
」
の
言
葉
を
持
ち
か
け
る
と
、

隆
の
里
が
ニ
ッ
コ
り
す
る
場
面
が
あ
り

ま
し
た
が
、
隆
の
里
も
強
く
感
ず
る
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ほ
ん
と
う

に
い
い
風
刺
語
で
す
。

　
物
は
豊
か
に
な
る
。
思
う
こ
と
為
す

こ
と
、
全
て
自
由
、
自
分
の
行
動
に
対

し
て
何
等
の
制
限
を
受
け
る
こ
と
も
な

い
。
こ
ん
な
に
自
由
で
楽
し
い
日
本
は

世
界
一
の
楽
園
だ
と
言
う
人
も
い
ま
す
。

大
学
生
や
若
者
の
意
識
調
査
を
見
て
も

出
世
主
義
で
な
く
、
平
凡
な
生
活
主
義

的
考
え
が
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
努

力
す
る
こ
と
、
耐
え
る
こ
と
は
中
学
校
、

高
校
、
大
学
へ
の
道
に
お
け
る
受
験
競

争
で
根
限
り
を
つ
く
し
た
と
も
言
う
べ

き
か
、
泰
平
の
世
に
お
け
る
若
い
人
達

の
も
の
の
考
え
方
は
さ
も
あ
り
な
ん
。

い
や
若
い
人
達
ば
か
り
で
は
あ
る
ま
い
。

　
さ
て
、
果
し
て
今
後
の
日
本
国
民
と

し
て
の
自
覚
と
い
う
か
、
思
考
の
あ
り

方
と
い
う
も
の
は
こ
れ
で
い
い
の
か
と

国
民
に
対
し
警
鐘
を
打
ち
鳴
ら
し
、
そ

し
て
国
民
の
中
よ
り
自
然
発
生
的
に
こ

の
風
刺
語
は
生
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
お
し
ん
や
家
康
や
隆
の
里
の
様
に
、

辛
抱
、
忍
耐
の
心
を
押
し
つ
け
よ
う
と

は
思
わ
な
い
が
、
こ
の
物
語
り
が
国
民

大
衆
に
好
感
を
持
た
れ
、
共
鳴
の
意
を

表
し
て
い
る
こ
と
を
見
る
と
き
、
矢
っ

張
り
日
本
国
民
だ
と
誇
り
の
感
を
抱
き

た
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
時
、
佐
賀

市
で
病
気
で
借
金
に
堪
え
き
れ
ず
、
妻

子
一
家
無
理
心
中
を
計
っ
た
父
親
（
5
1
）

が
妻
を
抱
丁
で
刺
し
、
次
に
小
四
の
子

供
の
首
を
両
手
で
絞
め
殺
そ
う
と
し
た

そ
の
時
子
供
が
苦
し
い
声
を
張
り
あ
げ

て
「
お
父
さ
ん
死
に
た
く
な
い
」
と
叫

ん
だ
。
父
親
は
そ
の
手
を
ゆ
る
め
て
、

首
吊
り
自
殺
を
計
っ
た
、
そ
の
時
も
子

供
が
足
つ
ぎ
を
持
っ
て
紐
を
切
っ
て
父

親
の
死
を
止
め
た
。
母
親
も
助
か
り
一

家
心
中
は
事
無
き
．
を
得
た
。
私
は
こ
の

新
聞
記
事
を
見
て
、
父
親
よ
、
母
親
よ

「
生
き
ん
と
す
る
子
の
叫
び
」
を
真
剣

に
考
え
て
下
さ
い
と
祈
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
。
　
東
郷
町
社
会
面
育
委
員

　
　
　
　
　
　
　
都
　
甲
　
鶴
　
男

7
8
馨
7
8
署
7
8
2
雪
8
二
死
7
畠
8
蓼
毒
8
署
▼
■
零
冨
7
畠
■
7
曇
■
7
8
葦
7
8
甕
7
釜
8
τ
8
釜
奮
O
釜
9
二
露
璽
万
甚
3
曾
．
冨
冨
τ
釜
■
7
畠
2
霧
響
8
■
■
「
8
匪
7
8
2
9
二
3
3
τ
O
董
9
・
0
8
冨
7
8
塞
璽
7
．
■
■
7
8
署
7
董
璽
・

観
光
ル
ー
ト
の
愛
称
決
ま
る

　
宮
崎
県
は
、
観
光
ル
ー
ト
の
整
備
充

実
を
図
る
一
環
と
し
て
、
県
内
の
主
要

観
光
地
を
結
ぶ
九
ル
ー
ト
の
愛
称
を
募

集
し
た
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
今

後
各
ル
ー
ト
の
整
備
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

］、

ч
ｪ
～
北
浦

　
　
　
　
日
豊
リ
ア
ス
ラ
イ
ン

二
、四三

五
、

宮
崎
～
都
井
岬

　
　
日
南
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ド

延
岡
～
高
千
穂
　
神
話
街
道

日
向
～
椎
葉

　
　
奥
　
日
　
向
　
路

宮
崎
～
西
都
～
西
米
良

　
　
米
良
街
道

六
、

七
、

八
、

九
、

宮
崎
～
え
び
の
高
原

　
　
え
び
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

都
城
～
御
池
～
小
林
～
え
び
の
～

え
び
の
高
原

　
　
霧
島
バ
ー
ド
ラ
イ
ン

宮
崎
～
青
井
岳
～
都
城

　
　
青
井
岳
渓
谷
ラ
イ
ン

日
南
～
飲
肥
～
都
城

　
　
妖
肥
街
道

牧
水
と
坪
谷
㈲

　
我
々
だ
け
先
に
行
こ
う
と
す
る
と

ま
た
泣
き
立
て
た
。
　
「
こ
ま
」
を
連

れ
て
来
る
ま
で
は
ど
う
し
て
も
此
処

で
待
っ
て
い
る
と
い
う
の
だ
相
で
あ

る
。
其
処
は
も
う
私
の
家
か
ら
二
里

ほ
ど
も
離
れ
た
山
の
中
で
あ
る
。
幾

ら
急
い
で
も
往
復
に
は
相
当
の
時
間

が
か
か
る
。
そ
れ
に
都
合
よ
く
猫
を

捕
え
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
い
・
が
そ

れ
も
怪
し
い
。
途
方
に
暮
れ
た
母
や

一
行
の
人
た
ち
は
呆
れ
驚
き
な
が
ら

更
に
手
強
く
嚇
し
も
し
す
か
し
も
し

た
が
、
耳
に
も
入
れ
な
い
。
ま
る
で

死
ぬ
様
に
騒
ぎ
立
て
・
果
し
が
な
い
。

終
に
は
母
ま
で
半
ば
は
泣
き
な
が
ら

一
行
の
人
達
に
詫
び
を
言
っ
て
其
処

で
猫
の
来
る
の
を
待
つ
こ
と
に
な
っ

た
。　
何
時
間
で
あ
っ
た
か
、
高
い
山
の

上
で
の
徒
然
な
時
間
が
過
ぎ
て
下
の

方
か
ら
心
細
げ
に
鳴
く
猫
の
鳴
声
が

聞
え
て
来
た
．
、
い
ち
は
や
く
そ
の
声

を
聞
き
つ
け
た
時
、
私
は
今
ま
で
に

知
ら
ぬ
き
ま
り
の
悪
い
様
な
、
悲
し

い
様
な
、
言
い
様
の
な
い
思
い
を
し

た
の
を
覚
え
て
居
る
．
．

　
山
が
下
り
坂
に
な
っ
た
時
、
こ
の

強
情
な
児
を
虐
め
て
や
れ
と
思
っ
た

か
、
駕
籠
を
担
い
で
い
た
二
人
の
若

者
は
脚
に
任
せ
て
走
り
出
し
た
。
駕

塩
月
　
儀
市

籠
の
中
に
は
六
才
に
な
っ
た
私
と
大

き
な
猫
の
入
れ
ら
れ
た
魚
籠
と
が
ご

ろ
／
．
＼
と
転
げ
合
っ
て
そ
の
痛
さ
苦

し
さ
と
云
っ
た
ら
無
か
っ
た
．
、
で
も

私
は
我
慢
に
我
慢
を
重
ね
て
終
に
一

声
も
泣
か
な
か
っ
た
。

　
海
　
牧
水
は
幼
い
こ
ろ
あ
こ
が
れ
て
い

た
海
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
ま
す
。

　
私
の
村
か
ら
海
岸
に
出
る
に
は
近

い
と
こ
ろ
で
は
僅
か
五
里
し
か
な
い

の
で
あ
る
が
、
四
辺
を
包
む
山
岳
の

　
　
　
　
セ

形
か
ら
宛
熟
二
十
里
も
三
十
里
も
離

れ
た
、
山
深
い
所
の
様
に
思
わ
れ
て

な
ら
な
か
っ
た
、
で
、
母
に
連
れ
ら

れ
て
な
ど
、
附
近
で
も
や
・
高
い
山

の
頂
上
に
行
っ
て
、
あ
れ
が
海
だ
、

と
指
ざ
さ
れ
る
と
、
実
に
異
常
の
も

の
を
見
る
様
に
、
胸
が
と
き
め
い
た
。

僅
に
白
く
煙
っ
た
り
光
っ
た
り
し
て

見
え
る
だ
け
で
、
海
と
い
う
も
の
が

果
し
て
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
殆
ん

ど
想
像
す
る
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た

が
、
兎
に
角
、
こ
の
方
向
に
海
が
あ

る
。
と
い
う
事
を
知
り
得
る
だ
け
で

非
常
な
満
足
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ

れ
を
種
に
種
々
雑
多
な
空
想
を
描
い

た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）
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税
あ
れ
こ
れ
協
羅
馬

　
十
二
月
は
、
源
泉
所
得
税
の
年
末
調

整
の
月
で
す
．

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
に
か
か
る
所

得
税
は
、
毎
弩
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
の

支
給
の
時
に
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
ま
す

　
と
こ
ろ
が
、
毎
目
の
税
金
は
、
そ
の

弓
の
給
料
等
に
対
す
る
税
金
で
、
概
算

的
な
も
の
一
丁
か
ら
、
　
一
年
間
の
給
料

総
額
に
村
す
る
止
当
な
年
税
額
と
は
一

致
，
“
な
い
の
か
並
日
犠
週
で
す
．

　
こ
の
た
め
、
そ
の
年
最
後
に
給
料
等

か
支
払
．
わ
れ
る
時
に
、
税
額
の
過
不
足

を
精
算
す
る
必
要
か
あ
り
ま
す
　
こ
の

手
続
を
「
年
末
調
牽
　
と
い
い
ま
す
．

　
年
末
調
整
は
、
サ
ラ
リ
：
マ
ン
に
と

∴．

C
、
確
疋
申
告
に
代
．
わ
る
大
切
な
手
続

て
あ
り
、
大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は

こ
の
年
末
調
整
に
よ
っ
て
そ
の
年
の
納

税
か
完
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

　
そ
こ
で
、
年
末
調
整
に
つ
い
て
一
般

的
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
点
は
、

　
」
［
扶
養
控
除
等
の
申
告

　
　
八
7
年
中
に
、
結
婚
や
出
生
、
扶
養

　
親
族
の
就
職
な
ど
に
よ
り
、
扶
養
親

　
族
な
ど
に
異
動
か
あ
右
た
場
合
は
、

　
そ
の
都
度
．
扶
養
控
除
等
（
異
動
）

　
申
告
書
一
を
勤
務
先
に
提
出
す
る
こ

　
と
に
な
つ
げ
、
い
ま
す
か
ら
、
ま
だ
提

　
出
さ
れ
イ
、
い
な
い
方
は
、
年
末
調
整

　
に
、
間
に
合
う
よ
う
に
早
目
に
提
出

　
し
て
く
だ
さ
い
．

　
口
保
険
料
控
除
等
の
申
告

　
　
今
年
中
に
支
払
　
．
た
国
民
健
康
保
、

　
険
や
国
民
年
金
の
保
険
料
な
ど
の
社

　
会
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
損
害
保

　
険
料
な
ど
の
保
険
料
控
除
は
、
年
末

　
調
整
で
控
除
す
る
こ
と
に
な
∫
、
て
い

　
ま
す
の
で
、
支
払
証
明
書
を
「
保
険

　
料
控
除
申
告
二
一
に
汀
付
し
て
勤
務

　
先
に
提
出
噛
二
、
ノ
＼
だ
ざ
・
い
．

　
国
住
宅
取
得
控
除
の
申
告

　
　
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
る
場
合
は

　
最
初
の
年
は
確
定
申
告
々
「
二
、
控
除

　
を
受
け
ま
す
が
、
一
∵
三
年
目
の
場

　
合
は
、
年
末
調
整
で
控
除
を
受
け
る

　
こ
と
か
で
き
ま
す
．
「
し
た
か
’
、
て
、

　
税
務
署
か
ら
本
尺
に
送
ら
れ
た
、
住

　
宅
取
得
控
除
証
明
書
一
と
同
一
の
用

　
紙
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
「
住
宅
取
得

　
控
除
申
告
書
一
に
必
要
な
事
項
を
記

　
入
し
て
勤
務
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ

　
い
な
ど
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
申
告
が
確
実

に
行
．
わ
れ
て
い
な
い
と
、
税
金
が
納
め

過
ぎ
に
な
っ
た
り
、
不
足
し
た
り
し
ま

す　
な
お
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
は
、
必
要

経
費
が
認
め
ら
れ
’
、
い
な
い
な
ど
論
議

さ
れ
て
い
ま
す
か
、
必
要
経
費
な
ど
の

要
素
を
持
っ
て
い
る
給
与
所
得
控
除
が

あ
り
、
一
年
間
の
給
与
総
額
か
ら
給
与

所
得
控
除
を
差
し
引
い
た
も
の
が
給
与

所
得
に
な
り
ま
す
．

　
詳
し
い
こ
と
は
．
役
場
税
務
課
又
は

税
務
署
、
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
．
．

お
祝
い
電
報
は
早
目
に

　
結
ぼ
口
恥
A
去
U
レ
　
の
お
祝
い
一
筆
報
は
、
旧
配

達
日
の
抽
日
前
か
ら
受
け
つ
け
て
い
ま

す
が
．
配
達
日
の
3
日
前
ま
で
に
打
つ

と
、
料
金
か
金
円
安
く
な
り
ま
す

　
結
婚
シ
ー
ズ
ン
の
大
安
、
友
引
の
日

な
ど
．
一
一
五
番
一
電
話
は
大
変
こ
み

合
い
ま
す
の
で
、
割
引
の
あ
る
3
日
前

土
ホ
で
に
申
泳
…
み
ノ
＼
だ
｛
、
い
．

　
そ
の
際
、
配
達
日
を
午
前
又
は
、
午

後
と
指
定
し
げ
、
く
だ
さ
い
．

　
　
　
　
　
　
日
向
篇
首
電
話
局

社
会
奉
仕

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た

　
去
る
九
月
下
旬
、
小
野
出
老
人
ク
ラ

ブ
の
会
員
の
中
か
ら
老
人
福
隅
祉
館
庭
園

の
草
取
り
作
業
に
奉
仕
が
あ
り
ま
し
た
．

　
老
後
の
生
き
が
い
と
、
健
康
を
高
め

る
た
め
社
会
活
動
に
参
加
し
た
い
と
の

こ
と
で
あ
り
、
本
当
に
有
難
㍗
り
ご
ざ
㌔
い

ま
し
た
　
今
後
気
麗
な
福
祉
館
と
し
て

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

薫
甑

窺

㎏勢
．
r
，
．
「

縣
　
．

〔

補一軸嶋
66
植嶋

66
繍“植砧

66
植甘口紬嶋嶋嶋嶋嶋

466666
嶋嶋植

66
気管紬紬紬嶋嶋“樋嶋一一嶋紬紬

サ
ラ
金
被
害
を

防
ぐ
た
め
に

　
こ
の
際
、
簡
単
に
お
金
が
手
に
入
．
．

た
ら
な
あ
…
…
　
た
と
え
、
わ
す
か
な

額
で
も
、
や
り
く
り
に
困
㎜
’
．
た
り
、
も

う
少
し
お
金
が
欲
し
か
っ
た
り
す
る
と

だ
れ
し
も
そ
う
思
い
ま
す
．
こ
・
・
一
し
た

気
持
ち
を
と
ら
え
て
貸
金
業
を
営
ん
で

い
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
サ
ラ
金
で
す

　
業
者
は
確
か
に
安
直
に
貸
し
て
く
れ

便
利
で
す
が
、
そ
の
前
に
ち
、
三
ド
、
と
考

え
て
く
だ
さ
い
．
な
ぜ
、
サ
ラ
金
髪
か

ら
家
出
、
自
殺
な
ど
起
き
る
の
で
し
．
三

う
力
　
大
き
な
理
由
は
、
　
ベ
ラ
ボ
ウ
に
占
唱
い

金
利
で
貸
す
業
者
が
か
な
り
い
て
返
済

は
お
ろ
か
、
利
息
が
ふ
く
ら
み
、
し
か

も
業
者
か
ら
の
取
立
げ
、
か
厳
し
い
た
め

つ
い
に
追
い
つ
め
ら
れ
て
し
ま
う
か
ら

で
す
　
サ
ラ
金
の
金
利
は
こ
の
よ
う
に
高
い

　
よ
く
「
日
歩
3
0
銭
一
と
か
一
1
0
万
円

借
り
て
タ
バ
コ
一
個
分
一
と
い
っ
た
広

告
等
を
見
か
け
ま
す
．

　
日
歩
3
0
銭
と
は
、
㎞
円
で
一
日
3
0
銭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

レ
一
・
り
し
　
い
．
つ
こ
レ
亥
、
・
丁
　
例
・
几
ド
み
P
r
々

円
葎
二
学
目
借
り
る
と
托
τ
円
、
率
に

し
て
等
分
の
利
息
・
と
な
り
大
変
な
金
額

に
な
り
ま
す

　
借
り
る
前
に
、
本
当
に
必
要
な
の
か

ど
う
か
、
サ
ラ
金
か
ら
借
り
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
、
家
族
、
と
く
に
夫
婦

で
話
一
げ
八
口
い
た
い
ヨ
⊃
の
で
幽
，

　犬の放し飼いは

　　　　　やめましょう〃

　最近、飼い犬の放し飼いによる人、畜へ

の被害が発生しており特に幼児、小学生な

どの通園、通学路における被害、苦情が相

次いでいます。絶対に放し飼いはやめまし

よつ

9
；
1
蚕
；

　緬紬一

回
協
だ
よ
り

　
青
年
団
活
動
も
十
月
か
ら
十
一
月
に

か
け
て
の
町
全
体
の
行
事
は
十
月
初
め

に
行
・
．
た
沿
道
美
化
連
動
の
ほ
か
は
、

計
画
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
．

　
し
か
し
、
各
地
区
の
青
年
会
で
は
十

一
月
か
ら
各
地
区
で
行
わ
れ
る
祭
り
の

準
備
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
よ
う
で
す
、

毎
年
い
く
つ
か
の
地
区
で
は
、
芝
居
を

夜
お
そ
く
ま
で
練
習
に
練
習
を
重
ね
、

祭
り
を
盛
り
ヒ
げ
よ
う
と
が
ん
ば
’
、
て

い
ま
す
．

　
皆
さ
ん
も
応
援
し
て
く
だ
さ
い
．
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お
し
ら
せ
毒

就
学
前
の
健
康
診
断

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
五
十
九

年
四
月
か
ら
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童

〔
昭
和
5
2
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
3
年

4
目
1
日
生
　
を
対
象
に
、
次
の
日
程

で
知
能
検
査
及
び
内
科
検
診
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
保
護
者
同
伴
の
う
え
必
ず

’
営
検
一
）
て
く
だ
ざ
、
い

▼
日
程

東
郷
小
学
校
　
1
1
月
1
4
日
　
1
3
時
3
0
分

　
い
レ
ヘ
テ
　
　
ア

♪
ク
，
，
H
l
月
5
日
3
寺
0
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
．
今
引

越
表
　
〃
　
一
－
　
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
　
口
H

福
瀬
　
・
　
　
1
1
月
1
6
日
　
1
3
時
鋤
分

寺
迫
　
〃
　
　
1
1
月
1
7
日
　
1
3
時
4
0
分

　
※
越
表
小
田
字
校
に
つ
い
〆
、
は
坪
谷
小

　
　
で
受
検
し
ま
す

　
＝
1
中
小
企
業
の

　
　
経
営
安
定
特
別

　
　
　
相
談
室
の
活
用
を
i

　
経
営
が
不
振
に
陥
r
、
た
場
合
は
「
早

期
に
適
切
な
で
ザ
を
う
つ
一
こ
と
が
倒
産

を
防
ぐ
重
要
な
．
ホ
イ
ン
ト
で
す
．

　
宮
崎
・
都
城
・
延
岡
・
日
南
の
各
商

工
会
議
所
と
県
商
工
会
連
合
会
の
「
経

営
安
定
特
別
相
談
室
」
で
は
、
次
の
内

容
に
つ
い
ば
、
無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
　
相
談
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

経
営
内
容
に
不
安
を
生
じ
た
ら
は
や
め

に
そ
し
て
気
軽
に
御
相
談
し
て
く
だ
さ

い
、　
そ
の
相
談
の
内
容
に
応
じ
、
専
門
相

談
員
の
商
工
調
停
士
を
中
心
に
、
弁
護

士
、
税
理
士
等
に
よ
り
検
討
、
調
停
を

行
う
等
倒
産
の
防
止
を
図
り
ま
す
．
、

　
▼
相
談
の
内
容

●
金
融
あ
．
・
、
せ
ん
、
受
注
あ
っ
せ
ん
、

　
手
形
処
理
の
方
法

●
倒
産
防
止
の
方
策
の
検
討

●
債
権
者
、
銀
行
等
へ
の
協
力
要
請
な

　
ど

心
配
ご
と
相
談

　
心
配
ご
と
相
談
を
、
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
の
で
ご
遠
慮
な
く
相
談
く
だ

さ
い
、

▼
期
日
　
1
1
月
1
5
日

▼
時
間
　
1
0
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
老
人
福
祉
館

婦
人
検
診

　
3
0
歳
以
上
の
女
性
を
対
象
に
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
、

▼
1
1
月
1
0
日

　
　
9
時
～
1
0
時
　
牧
水
記
念
館

　
　
1
3
時
～
1
4
時
　
老
人
福
祉
館

▼
1
1
月
1
1
日

　
　
9
時
～
1
0
時
老
人
福
祉
館

　
　
1
3
時
訓
分
～
1
4
時
3
0
分
　
農
協

　
　
寺
迫
支
所

一
般
健
康
相
談

▼
日
時
　
1
1
月
1
9
日
、
9
時
3
0
分

▼
場
所
．
老
人
福
祉
館

▼
対
象
者
　
4
0
歳
以
上
の
成
人
男
女

母
子
健
康
相
談

▼
期
日
　
1
1
月
2
2
日
　
老
人
福
祉
館

▼
受
付
　
9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

▼
対
象
者
　
乳
児
（
3
・
6
・
1
2
ヶ
月

　
　
　
　
些
妊
産
婦

一
歳
六
ヶ
月
児
健
康
診
査

▼
期
日
　
1
1
月
認
日
　
老
人
福
祉
館

▼
受
付
　
1
3
時
～
1
4
時

▼
対
象
者
　
昭
和
5
7
年
3
月
－
日
か
ら

　
　
5
7
年
5
月
3
1
日
目

結
核
検
診

　
本
年
度
第
二
回
目
の
結
核
検
診
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
．

　
前
回
受
診
さ
れ
な
か
っ
た
方
は
、
必

ず
受
診
し
病
気
の
早
期
発
見
に
努
め
ま

し
よ
・
フ

11月17日
1

ll月16日 ．
期
［
日

改越 農 役　福 農 「

董
里
表
一
ラ
生

協
坪
谷
支

　　瀬
�c葦　　館

簸
・
」
．
迫
．
支
場
所h舌 所 F要ll　下 所
旨

13 1し〕 9　13 9

時 時 時i時 時
旨
時
．
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1
↓
堅
」
－
　
日

時分
R疋ド1

1し〕114

栫c時
時分．
RUl 間

ン♪ 1

分 1

松
く
い
虫
防
除

　
町
で
は
、
被
害
木
所
有
者
に
か
わ
’
、

て
防
除
班
を
編
成
し
、
被
害
木
の
伐
倒

駆
除
を
十
一
月
か
ら
十
二
月
中
旬
に
か

け
て
実
施
し
ま
す
．
．
関
係
者
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
．
、

今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
　
四
　
期

家
畜
共
済
掛
金

善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
に
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
．
一

　
．
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．

▼
寺
迫
の
塩
月
タ
オ
さ
ん
か
ら

　
（
静
さ
ん
・
7
8
歳
ご
死
去
｝

▼
寺
口
の
黒
－
不
九
一
さ
ん
か
ら

　
（
イ
ハ
さ
ん
・
8
4
歳
ご
死
去
〕

▼
越
表
の
海
野
俊
男
さ
ん
か
ら

　
（
九
市
さ
ん
・
8
4
歳
ご
死
去
一

▼
羽
坂
め
寺
原
正
チ
さ
ん
か
ら

　
（
瑞
代
さ
ん
・
4
1
歳
ご
死
去
）

▼
鶴
野
内
の
寺
原
美
智
子
さ
ん
か
ら

　
〔
照
和
さ
ん
・
5
4
歳
こ
死
去
）

▼
．
日
向
市
の
僑
本
ヒ
ロ
．
r
さ
ん
か
ら

　
（
ワ
カ
さ
ん
・
9
4
歳
ご
死
去
〕

　
国
民
健
康
保
険
証
の

　
　
　
　
　
更
新
は
早
目
に

　
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
で
は
、
兀

月
三
レ
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
、
十
月

一
日
よ
り
新
し
い
被
保
険
者
証
で
な
い

と
受
診
で
き
ま
せ
ん
．

　
史
新
手
続
き
を
し
て
い
な
い
世
帯
は

早
急
に
占
い
被
保
険
者
証
を
持
参
し
、

住
民
課
国
保
係
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い

㌔
「＼

一　．

」ノ．

．一　　、

D

㌔
戸へ
一　一

二

号

九
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

赤
ち
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ん
の
名

井直黒直海神郡黒
上野木野野部須木

選一直保
史み輔か華人樹三

関
の
名

尚雄克廣　治茂孝
　　　　宏
之二己義　喜樹夫

住
　
所

小福寺福寺小’1・仲

野　　　　野野
田瀬迫瀬迫田田深

結
婚
お
め
で
と
う

氏

名
　
　
住
　
所

司稲

冨田

照友

美晴

一
坪
　
谷

延
岡
市

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

前寺小畝寺塩海寺新糸　’田原川原原月野原名平

ｶ瑞シナ照　九新　ケ

j代ヅヲ和静市吾戌＋卜

氏
名

5⊂1416285547884598496 年
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